平成21年度教育課題研究「学校におけるＯＪＴの効果的な実践に関する研究」

ＯＪＴ推進力分析シート
	　
	４つの力
	18要素
	分　析　項　目　
	基礎
形成期
	伸長期
	充実期・
主任教諭
	主幹教諭

	1
	外部
	17
	保護者の思いを受け止め、誠意をもって対応できる。
	
	
	
	

	2
	学習
	1, 2, 6
	児童・生徒の実態に応じた指導計画を立て、授業を行うことができる。
	
	
	
	

	3
	学習
	1, 2, 3
	教員間で児童・生徒の状況や課題等を共通認識し、指導に当たることができる。
	
	
	
	

	4
	学習
	2, 3, 6
	他の教員の指導から学び、自分の指導を改善できる。
	
	
	
	

	5
	学習
	3, 4, 6
	教員間の連携を図り、児童・生徒が興味・関心を深められる指導ができる。
	
	
	
	

	6
	生活・進路
	3,4
	自分の直面する生活指導・進路指導上の問題に気付き、他の教員に相談し解決できる。
	
	
	
	

	7
	運営・組織
	4, 5, 13
	分掌・学年主任や主幹教諭、校長・副校長に対して、報告・連絡・相談が適切にできる。
	
	
	
	

	8
	外部
	17
	保護者・地域・外部機関と教育活動等の連絡・協議ができる。
	
	
	
	

	9
	外部
	17
	地域・外部機関と積極的に関わり、適切な関係を築くことができる。
	
	
	
	

	10
	外部
	17
	保護者と情報交換等を行い、適切な関係を築くことができる。
	
	
	
	

	11
	生活・進路
	14
	自校の生活指導・進路指導上の課題に気付き、他の教員に問題提起することができる。
	
	
	
	

	12
	運営・組織
	1, 3, 4
	提案や立案に際し、事前に他の教員と共通認識を図ったり、助言・支援をしたりすることができる。
	
	
	
	

	13
	外部
	4
	他の教員に対し、保護者・地域・外部機関との協働に関する必要な情報提供ができる。
	
	
	
	

	14
	学習
	6,8
	他の教員の授業を参観し、具体的な助言・支援ができる。
	
	
	
	

	15
	学習
	12,14
	授業改善や授業評価についての自校の実態や課題をとらえ、全体に問題提起することができる。
	
	
	
	

	16
	生活・進路
	4,12
	自校の生活指導や進路指導の状況について、適時適切に主幹教諭に報告し、対応策を提案できる。
	
	
	
	

	17
	外部
	4,12
	保護者や地域のニーズや教員の対応における課題の解決策を主幹教諭と考察することができる。
	
	
	
	

	18
	運営・組織
	5, 12, 13
	ＯＪＴに率先して取り組むとともに、実施状況を主幹教諭に報告し、改善策を提案できる。
	
	
	
	

	19
	運営・組織
	12, 13, 14
	主任教諭会議等を通して、学校の課題への対応策を作成し、主幹教諭に問題提起を行うことができる。
	
	
	
	

	20
	生活・進路
	12, 13, 15
	直面する生活指導・進路指導上の課題の解決に向けて、中心的役割を担うことができる。
	
	
	
	

	21
	学習
	5,6
	他の教員の授業を参観し指導上の課題をとらえ、分析・助言・提案ができる。
	
	
	
	

	22
	学習
	2, 6, 7
	広く模範となる授業を行うことができる。
	
	
	
	

	23
	生活・進路
	5,12
	生活指導・進路指導の指導方針や指導方法の徹底に向け、他の教員への指示や連絡・調整を行うことができる。
	
	
	
	

	24
	外部
	17
	保護者・地域・外部機関と連携をとることができる。
	
	
	
	

	25
	外部
	5
	保護者・地域・外部機関との協働について、他の教員に対し適切な助言ができる。
	
	
	
	

	26
	運営・組織
	5, 9, 15
	校務について、他の教員に助言・支援できる。
	
	
	
	

	27
	運営・組織
	13, 14, 15
	他の分掌との調整や、分掌の進行管理をすることができる。
	
	
	
	

	28
	外部
	10,12
	保護者・地域のニーズや教員の対応における解決策を管理職に意見具申できる。
	
	
	
	

	29
	生活・進路
	10,14
	自校の生活指導や進路指導の状況について、適時適切に管理職に報告し、組織的･計画的に対応策を提案できる。
	
	
	
	

	30
	運営・組織
	10, 11, 12
	学校の課題をとらえ、管理職に意見具申ができる。
	
	
	
	

	31
	学習
	12,18
	授業改善や授業評価についての自校の実態や課題をとらえ、具体的方策を提案することができる。
	
	
	
	

	32
	運営・組織
	1, 5, 7
	教員の学習指導上の悩みや課題を早期に発見し、教員個々に応じた細かな対応をすることができる。
	
	
	
	

	33
	学習
	13,14
	年間指導計画の実施状況を把握し 学年主任や教科主任に指導・助言できる。
	
	
	
	

	34
	学習
	9, 13, 14
	自校の教員の学習指導の状況や課題について校長・副校長に報告し、改善策を提案できる。
	
	
	
	

	35
	生活・進路
	5,14
	自校の生活指導・進路指導上の課題解決に向け、他の教員に助言・支援できる。
	
	
	
	

	36
	生活・進路
	12,14
	生活指導・進路指導上の指導方針の徹底に向け、主任等への指示や連絡・調整を組織的・計画的に行うことができる。
	
	
	
	

	37
	外部
	17
	保護者・地域・外部機関からの苦情や要請に対し、関係教員に指導・助言しながら、円滑かつ迅速な対応を図ることができる。
	
	
	
	

	38
	運営・組織
	14,15
	分掌全体の進行管理や分掌間の調整を行い、各分掌主任に指導・助言を行うことができる。
	
	
	
	

	39
	運営・組織
	8, 16 17
	自校の研修や研究を、組織的・計画的に進めるための企画・調整を図ることができる。
	
	
	
	

	40
	運営・組織
	9,14
	教員の校務遂行状況や、分掌における教員の意見等をまとめ、校長・副校長に意見具申を行うことができる。
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　
ＯＪＴを効果的に実践するための18要素

	
	
	
	18　要　素
	取　　組　　内　　容　 例

	ＯＪＴを推進する力
	互いに高め合う
	１
	ＯＪＴの必要性の意識化
	①教員が学校全体でＯＪＴに取り組む意識をもつ

	
	
	
	
	②教員が学校で行うＯＪＴに対して共通認識をもつ

	
	
	
	
	③教員の当事者意識を常に問う

	
	
	２
	受ける側も行う側も人材育成となることの意識化
	①主任教諭をＯＪＴ実践層のリーダーとして育成する

	
	
	
	
	②ＯＪＴを行う側が学び続ける姿勢をもつ

	
	
	
	
	③若手教員とベテラン教員が互いに学び合う姿勢をもつ

	
	
	３
	教員相互の高め合う雰囲気の醸成
	①OJTを推進するための環境を整える（職員室の座席配置や掲示等）

	
	
	
	
	②「個人の担当職務」だけではなく「組織の職務」をチームとして協働する

	
	
	
	
	③互いに認め合い、学び合う雰囲気をつくる

	
	
	４
	教員相互の情報交換の活性化
	①人と人とのコミュニケーションを図る

	
	
	
	
	②互いに相談しやすい雰囲気をつくる

	
	
	
	
	③必要に応じて職員室に集まり、教員同士が話をする

	
	
	５
	主幹教諭や主任教諭の日常的な指導・助言・支援等の実施
	①主幹教諭や主任教諭が日常的に指導・助言・支援を行う

	
	
	
	
	②メンタリングの機能を取り入れ、若手教員がすぐに相談できるようにする

	
	
	
	
	③職務は先輩が率先垂範する

	
	
	６
	教員相互の授業参観の実施
	①教員相互の授業参観を定期的に行う

	
	
	
	
	②授業参観後は、必ず授業者に指導・助言・支援をする

	
	
	
	
	③校内研修では、全員が授業研究に取り組む

	
	
	7
	主幹教諭や主任教諭を講師とする校内研修の実施
	①主任教諭等が教員のニーズに応じた校内研修を行う

	
	
	
	
	②長期休業期間中に主任教諭等が中心となって校内研修を行う

	
	
	８
	校内における研修や研究の充実
	①校内研修・校内研究を活発に実施する

	
	
	
	
	②授業研究後の協議会を工夫する

	
	
	
	
	③若手教員が自主的に校内研修をする

	
	
	９
	ＯＪＴシート等の記録の活用
	①ＯＪＴシートや週ごとの指導計画を活用して、ＯＪＴの計画を立てる

	
	
	
	
	②学校の実態に即したＯＪＴシートを作成する

	
	
	
	
	③OJTシートを活用して、管理職が面接等で育成すべき力等を確認する

	
	組織をつくる
	10
	校長のＯＪＴ方針についての共通認識
	①管理職がＯＪＴに対する高い意識をもつ

	
	
	
	
	②学校経営計画に、あるべき教師像を明確に示し周知する

	
	
	11
	管理職のリーダーシップの発揮
	①校長・副校長がリーダーシップを発揮する

	
	
	
	
	②必要に応じて管理職が若手教員等の人材育成に向けた研修を行う

	
	
	
	
	③管理職が積極的にＯＪＴにかかわる

	
	
	12
	主幹教諭や主任教諭の役割の明確化
	①主幹教諭や主任教諭がリーダーシップを発揮する

	
	
	
	
	②主幹教諭と主任教諭が連携し、ＯＪＴにおける役割分担を明確にする

	
	
	13
	ＯＪＴ実施体制の確立
	①「ＯＪＴ推進力分析シート」で課題を把握し、学校の実態に応じたＯＪＴの計画を作成する

	
	
	
	
	②ＯＪＴ推進委員会を組織として位置付ける

	
	
	
	
	③校務分掌における職務を、経験者と初任者の協働で行う

	
	
	
	
	④校務分掌等の組織は、教員個々の資質・能力に応じて職務を学べる体制にする

	
	
	
	
	⑤校内研修体系の効果を検証し、適切に改善する

	
	
	14
	ＯＪＴ実施に向けての確実な進行管理
	①ＰＤＣＡサイクルに基づき、ＯＪＴの進行管理をする

	
	
	
	
	②主幹教諭が初任者のＯＪＴの計画を立てる

	
	
	
	
	③個々の教員が一定期間ごとに自己の課題を明確にする

	
	
	
	
	④個々の教員や学校組織がＯＪＴの目標をもつ

	
	
	
	
	⑤アンケートを適宜実施して、組織風土の改革を図りモチベーションを高める

	
	
	15
	年度ごとのジョブローテーションの実施
	①様々な校務分掌等を経験して、職務の知識を得る

	
	
	
	
	②校務分掌等の職務について、定期的に話し合う機会を設ける

	
	
	16
	研修会等の報告会の実施
	①校外における研修等によって得た経験や知識を、他の教員に伝える場を設ける

	
	
	17
	外部との連携
	①学校を地域等に開く

	
	
	
	
	②校内研修会等に専門分野の講師を招く

	
	
	18
	組織力を生かした業務の効率化
	①必要に応じて教室掲示などを共通化する

	
	
	
	
	②各教科間で参考となる教材や指導方法を共有する


＜ＯＪＴ推進力分析シートの活用方法＞


・育成段階や職層に応じて、それぞれの項目を選択して分析する。


基礎形成期(10項目)、伸長期(13項目)、充実期・主任教諭(17項目)、主幹教諭(25項目)


・各項目について、おおむね達成できているものには○を記入する。


・課題があると思う項目については、表中に示した「18要素」を参考にして、具体的なＯＪＴに取り組む。


・学校全体の分析を行う際には、項目ごとの○の数により、学校の傾向を把握する。








＜参照＞平成21年度教育課題研究紀要P.75～P.98　

http://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.jp/information/kenkyuhoukoku_kiyou/houkoku21.html

